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《 第７ ８ 回景況ア ン ケート 調査(平成２ １ 年１ ２ 月調査) 》  

と よ し ん景況天気図 
 

現 状 見通し  
     

         調 査 時期 
業  種 

21/10～21/12 22/1～22/3 

総 合      
  

製 造 業      
     

卸 売 業 
  

小 売 業      
  

サービ ス業 
  

建 設 業      
  

 

《 記号の意味》  

Ｄ Ｉ 数値 30 以上 良 い      

Ｄ Ｉ 数値 10 以上 ～ 30 未満 やや良い  
 

Ｄ Ｉ 数値 ▲10 未満 ～ 10 未満 普 通     
 

Ｄ Ｉ 数値 ▲10 以下 ～ ▲30 未満 やや悪い  
 

Ｄ Ｉ 数値      ▲30 以下 悪 い      

 

《 Ｄ Ｉ の意味》  

Ｄ Ｉ と は、 ディ フ ュ ージョ ン ・ イ ン デッ ク ス （ 拡散指数） の略で、 増加（ 良い） 企業 

の割合から 減少（ 悪い） 企業の割合を差し引いた値を指数化し たものを いいま す。  
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要  旨 
 
『 当地区の景況は、 改善傾向にある ものの、 先行き不透明感が増し ている 。』  

 当期（ 10～12 月） のＤ I は、 業況▲22. 2（ 前期比＋6. 3 ポイ ン ト ）、 売上▲11. 3（ 前期

比＋13. 8 ポイ ン ト ）、 収益▲14. 7（ 前期比＋6. 6 ポイ ン ト ） と 、 全てのＤ Ｉ において前回

よ り 改善さ れているが、マ イ ナス幅は依然大き く 厳し い状況が続いている 。前年同期比で

は、 業況▲11. 1 ポ イ ン ト 、 売上▲10. 3 ポイ ン ト 、 収益▲4. 9 ポイ ン ト と 全てのＤ Ｉ にお

いて下回っ ている 。 一方、 来期見通し （ 1～3月） については、 業況▲23. 5（ 当期比▲1. 3

ポイ ン ト ）、 売上▲22. 0（ 当期比▲10. 7 ポイ ン ト ）、 収益▲22. 0（ 当期比▲7. 3 ポイ ン ト ）

と 全てのＤ Ｉ において低下を示し 、 先行き不透明感が増し ている 。  

 

  業況Ｄ Ｉ  

最近 3 ヵ 月の業況Ｄ Ｉ は、総合▲22. 2 と 前期比 6. 3 ポイ ン ト 改善し た 。（ 前年同期比▲

11. 1 ポイ ン ト ）。業種別では、製造業▲31. 1（ ＋1. 1 ポ イ ン ト ）、卸売業▲19. 7（ ＋9. 3 ポ

イ ン ト ）、小売業▲19. 0（ ＋2. 1 ポ イ ン ト ）、サービ ス業▲5. 8（ ＋11. 7 ポ イ ン ト ）、建設業

▲38. 3（ ＋8. 8 ポイ ン ト ） と 全業種で改善し た。 先行き （ 1～3 月） は、 建設業（ ＋4. 7 ポ

イ ン ト ） を除き 、 製造業（ ▲4. 0 ポイ ン ト ）、 卸売業（ ▲3. 3 ポイ ン ト ）、 小売業（ ▲6. 9

ポイ ン ト ）、 サービ ス業（ ▲1. 9 ポイ ン ト ） で低下の見通し 。 総合では▲23. 5 と 当期比▲

1. 3 ポイ ン ト （ 前年同期比▲9. 0 ポイ ン ト ） を示し ている 。  

 売上Ｄ Ｉ  

最近 3 ヵ 月の売上Ｄ Ｉ は、 総合▲11. 3 と 前期比 13. 8 ポイ ン ト 改善し た。（ 前年同期比

▲10. 3 ポイ ン ト ）。 業種別では、 製造業▲18. 9（ ＋5. 8 ポイ ン ト ）、 卸売業▲16. 4（ ＋7. 8

ポイ ン ト ）、小売業▲8. 6（ ＋16. 0 ポ イ ン ト ）、サービ ス業＋9. 6（ ＋26. 1 ポ イ ン ト ）、建設

業▲29. 9（ ＋17. 2 ポイ ン ト ） と 全業種で改善し た。 先行き（ 1～3 月） は、 建設業（ ＋6. 5

ポイ ン ト ） を除き 、製造業（ ▲12. 9 ポイ ン ト ）、卸売業（ ▲8. 2 ポイ ン ト ）、小売業（ ▲17. 3

ポイ ン ト ）、サービ ス業（ ▲23. 1 ポイ ン ト ） で低下の見通し 。総合では▲22. 0 と 当期比▲

10. 7 ポイ ン ト （ 前年同期比▲7. 5 ポイ ン ト ） を示し ている 。  

  収益Ｄ Ｉ  

最近 3 ヵ 月の収益Ｄ Ｉ は、総合▲14. 7 と 前期比 6. 6 ポイ ン ト 改善し た 。（ 前年同期比▲

4. 9 ポイ ン ト ）。 業種別では、 製造業▲26. 5（ ▲1. 8 ポイ ン ト ）、 卸売業▲16. 4（ ＋7. 8 ポ

イ ン ト ）、 小売業▲3. 4（ ＋12. 4 ポイ ン ト ）、 サービ ス業＋2. 9（ ＋19. 4 ポイ ン ト ）、 建設

業▲39. 3（ ▲5. 6 ポイ ン ト ） と 製造業・ 建設業を除き改善し た。 先行き （ 1～3 月） は、

建設業（ ＋1. 9 ポイ ン ト ） を 除き 、製造業（ ▲8. 9 ポイ ン ト ）、卸売業（ ▲6. 6 ポイ ン ト ）、

小売業（ ▲6. 9 ポイ ン ト ）、 サービ ス業（ ▲10. 6 ポ イ ン ト ） で低下の見通し 。総合では▲

22. 0 と 当期比▲7. 3 ポイ ン ト （ 前年同期比＋8. 5 ポイ ン ト ） を示し ている 。  
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と よ し ん景況調査 

《 調査要領》  

調査対象時期  平成２ １ 年  １ ０  月 ～ １ ２ 月   実 績    

              平成２ ２ 年     １ 月 ～   ３ 月   見通し  

 

調                  査                  方               法 聞き取り ア ン ケート 調査 

                 

調査対象企業の内容

製造業
25%

卸売業
10%

小売業
10%

サービス業
18%

建設業
18%

不動産業
5%

その他
14%

 

Ｄ    Ｉ   の          推         移 

＜業  況＞      （ 数値はＤ Ｉ 数値）   

  時 期 

業 種   

平成 20年 

10～12 月 

平成 21年 

1～3月 
4～6月 7～9月 10～12 月 

1～3月 

見通し  
  

総 合 ▲11. 1 ▲32. 5 ▲40. 2 ▲28. 5 

 
▲22. 2 ▲23. 5 

 
↓ 

製 造 業 ▲15. 3 ▲57. 4 ▲59. 3 ▲32. 2 

 
▲31. 1 ▲35. 1 ↓ 

卸 売 業 ▲1. 6 ▲30. 2 ▲35. 4 ▲29. 0 

 
▲19. 7 ▲23. 0 

10. 5 
↓ 

小 売 業 ▲10. 2 ▲25. 5 ▲25. 9 ▲21. 1 

 
▲19. 0 ▲25. 9 ↓ 

サ ー ビ ス 業 0. 0 ▲25. 5 ▲27. 9 ▲17. 5 

 
▲5. 8 ▲7. 7 ↓ 

建 設 業 ▲19. 1 ▲31. 0 ▲48. 1 ▲47. 1 

 
▲38. 3 ▲33. 6 ↑ 

＜売  上＞      （ 数値はＤ Ｉ 数値）   

  時 期  

業 種   

平成 20年 

10～12 月 

平成 21年 

1～3月 
4～6月 7～9月 10～12 月 

1～3月 

見通し   

総 合 ▲1. 0 ▲29. 5 ▲39. 9 ▲25. 1 ▲11. 3 ▲22. 0 ↓ 

製 造 業 ▲11. 7 ▲58. 2 ▲60. 7 ▲24. 7 ▲18. 9 ▲31. 8 ↓ 
卸 売 業 19. 4 ▲23. 8 ▲27. 7 ▲24. 2 ▲16. 4 ▲24. 6 ↓ 
小 売 業 1. 7 ▲27. 5 ▲20. 7 ▲24. 6 ▲8. 6 ▲25. 9 ↓ 
サ ー ビ ス 業 ▲1. 0 ▲20. 6 ▲30. 1 ▲16. 5 9. 6 ▲13. 5 ↓ 
建 設 業 ▲8. 2 ▲25. 7 ▲50. 0 ▲47. 1 ▲29. 9 ▲23. 4 ↑ 

＜収  益＞     （ 数値はＤ Ｉ 数値）   

  時 期  

業 種   

平成 20年 

10～12 月 

平成 21年 

1～3月 
4～6月 7～9月 10～12 月 

1～3月 

見通し   

総 合 ▲9. 8 ▲30. 5 ▲37. 4 ▲21. 3 ▲14. 7 ▲22. 0 ↓ 

製 造 業 ▲19. 7 ▲48. 9 ▲58. 3 ▲24. 7 ▲26. 5 ▲35. 4 ↓ 
卸 売 業 ▲3. 2 ▲33. 3 ▲24. 6 ▲24. 2 ▲16. 4 ▲23. 0 ↓ 
小 売 業 ▲1. 7 ▲31. 4 ▲25. 9 ▲15. 8 ▲3. 4 ▲10. 3 ↓ 
サ ー ビ ス 業 ▲4. 0 ▲27. 5 ▲26. 0 ▲16. 5 2. 9 ▲7. 7 ↓ 
建 設 業 ▲19. 1 ▲27. 4 ▲43. 4 ▲33. 7 ▲39. 3 ▲37. 4 ↑ 

 

調査対象企業  当金庫取引先 591 社 

   

分               析               方                 法 

 各質問項目で ｢増加(上昇) ｣し た と

す る 企業が全体に 占め る 構成比と 、

「 減少(下降) 」 し た と する企業の構成

比と の差(Ｄ Ｉ ・ 判断指数)を中心に  

分析し ていま す。  
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総   合 
 

当期（ １ ０ ～１ ２ 月） は、前期比で業況Ｄ Ｉ ＋６ ． ３ ポイ ン ト 、 売上Ｄ Ｉ ＋１ ３ . ８ ポイ

ン ト 、 収益Ｄ Ｉ ＋６ ． ６ ポイ ン ト と 全てのＤ Ｉ に おいて改善を示し たが、 来期見通し （ 1

～３ 月） は建設業を除き低下を示し ている 。  

 業種別にみる と 、 製造業では太陽光発電等の環境関連で、 やや積極的な動き もみら れる

が、 自動車関連では、 ハイ ブ リ ッ ド 車は安定し ている も のの、 順調であっ た軽自動車販売

の伸び悩みもあり 、 業界全体と し ては依然低迷し ている 。 卸売業では青果卸については、

台風１ ８ 号の影響によ るキャ ベツ を中心と し た農作物への被害から 価格の高騰が予想さ れ

ていたが、他県産の豊作によ る当地区への大量流入によ り 、例年以上の安値と なっ ている 。

小売業では、 年末商戦に向け消費が拡大する時期であるが、 ボーナス支給額の減少等から

消費者の購買意欲が低下し 、 売上は減少傾向。 サービ ス業では、 新型イ ン フ ルエ ン ザの流

行拡大や予防接種等で医療機関は大変混雑し ている状況。 ま た飲食関連では、 忘・ 新年会

シーズン である が、 企業の業績悪化や個人所得の減少等から 売上減少の見通し で、 特に高

級店への影響が大き く なっ ている 。 建設業では、 台風１ ８ 号の被害によ る復旧工事等で一

時的な受注量の増加がみら れたが、 公共工事・ 民間工事と も依然低迷し ている状況。  

 

過去10年間の推移（季節調整値）
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業況・売上・収益の推移＜総合＞
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過去10年間の推移（季節調整値）
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業況 売上 収益

製 造 業  

 

当期は前期比で業況Ｄ Ｉ ＋１ ．１ ポイ ン ト 、売上Ｄ Ｉ ＋５ ．８ ポイ ン ト 、収益Ｄ Ｉ ▲１ ．

８ ポイ ン ト と 業況、売上Ｄ Ｉ は改善し 、収益Ｄ Ｉ は低下し た。来期は当期比で業況、売上、

収益Ｄ Ｉ の全てにおいて低下の見通し と なっ ている 。  

 自動車関連では、 ハイ ブ リ ッ ド 車の受注は安定し ている も のの、順調であっ た軽自動車

の販売台数が伸び悩み、 業界全体と し ては低迷が続いている 。  

精密機械関連では、大手企業によ る下請けの選別が厳し く なっ ており 、最新設備や技術

力を有し ていない中小企業は受注確保が一層困難と なっ ている 。  

太陽光発電等の環境関連は、一部の企業において今後の受注増加を見込み、 やや積極的

な動き もみら れる 。  

食品関連では、冬場に需要が高ま る小豆等の相場は安定し ているが、梱包費や輸送費等

の経費が高止ま り し ており 、 収益を圧迫し ている 。 ま た 、 販売先の廃業や歳暮の廃止等か

ら 売上増加は見込めない状況。  

 

    １０年 １１年 １２年  １３年  １４年  １５年   １６年  １７年  １８年  １９年   ２０年  ２１年 ２２年 

業況・売上・収益の推移＜製造業＞
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過去10年間の推移（季節調整値）
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卸 売 業 
 

 当期は前期比で業況Ｄ Ｉ ＋９ ． ３ ポイ ン ト 、売上Ｄ Ｉ ＋７ ． ８ ポイ ン ト 、収益Ｄ Ｉ ＋７ ．

８ ポイ ン ト と 全てのＤ Ｉ に おいて改善し た。 来期は当期比で業況、 売上、 収益Ｄ Ｉ の全て

において低下の見通し と なっ ている 。  

 青果卸については、 台風１ ８ 号の影響によ るキャ ベツ を中心と し た農作物への被害から

価格の高騰が予想さ れていたが、 他県産の豊作によ る当地区への大量流入によ り 、 例年以

上の安値と なっ ている 。  

 木材卸については、 １ ０ 月から の瑕疵担保履行法施行前の駆込み需要や環境への配慮に

よ る国内材の見直し の動き から 需要拡大を見込んでいたが、 円高進行によ る外国材の価格

低下や住宅着工数の低迷によ り 、 業況の回復はみら れない。  

 卸売業全体の動き と し て 、 消費の冷え込みから 、 大半の企業が減収減益と なり デフ レ の

影響等もあり 、 収益性の高い高単価の物品の動きは鈍く なっ ている 。  

      １０年 １１年 １２年  １３年  １４年   １５年  １６年  １７年  １８年  １９年 ２０年  ２１年 ２２年 

業況・売上・収益の推移＜卸売業＞
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過去10年間の推移（季節調整値）
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業況 売上 収益

小 売 業 
 

当期は、 前期比では業況Ｄ Ｉ ＋２ ． １ ポイ ン ト 、 収益Ｄ Ｉ ＋１ ６ ． ０ ポイ ン ト 、 売上Ｄ

Ｉ ＋１ ２ ． ４ ポイ ン ト と 全てのＤ Ｉ において改善し た。 来期は当期比で業況、 売上、 収益

Ｄ Ｉ の全てにおいて低下の見通し と なっ ている 。  

年末商戦に向け消費が拡大する時期であるが、 景気低迷によ るボーナス支給額の減少等

から 消費者の購買意欲が低下し 、 売上は減少傾向と なっ ている 。  

 自動車販売では、 ハイ ブ リ ッ ド 車を中心にエ コ カ ー減税対象のミ ニ バン等の売上増加も

一部にみら れる が、 高級外車の売上が前年比で半減するなど 、 キャ ン ペーン を実施し ても

来店・ 売上増加には結びつかない状況と なっ ている 。  

 ガ ソ リ ン ス タ ン ド では、 セルフ 型ス タ ン ド の増加に加え、 採算を度外視し た安値攻勢を

かける店舗もみら れ、 競争が一層激化し ている 。  

            １０年  １１年  １２年  １３年 １４年  １５年  １６年 １７年 １８年 １９年 ２０年 ２１年 ２２年 

業況 ・売上 ・収益の 推移＜小売業＞

-35

-30

-25

-20

-15

-10

-5

0

5

10

15

12月 3月 6月 9月 １２月 3月 6月 9月 12月 3月

19年 20年 21年 22年

Ｄ
Ｉ数
値

業況

売上

収益

 
（ 見通し ）  
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サービ ス業 
 

当期は、 前期比で業況Ｄ Ｉ ＋１ １ ． ７ ポイ ン ト 、 売上Ｄ Ｉ ＋２ ６ ． １ ポイ ン ト 、 収益Ｄ

Ｉ ＋１ ９ ． ４ ポイ ン ト と 全てのＤ Ｉ に おいて改善し た。 来期は当期比で業況、 売上、 収益

Ｄ Ｉ の全てにおいて低下の見通し と なっ ている 。  

 ホテ ル・ 旅館業は、 景気低迷によ る ビ ジネス客の需要が大幅に落ち込んでいる状況。 特

に工場関連の需要が高い郊外型のホテルへの影響が大き く なっ ている 。  

 医療・ 保健衛生業では、新型イ ン フ ルエ ン ザの流行拡大や予防接種等で医療機関は大変

混雑し ている状況にある ものの、 イ ン フ ルエ ン ザを除く 一般患者については、横這いで推

移し ている 。  

 飲食業では、 忘・ 新年会シーズン であるが、 企業の業績悪化や個人所得の減少等から 売

上減少の見通し で、 特に高級店への影響が大き く なっ ている 。 なお、 集客のための低価格

ラ ン チや送迎サービ ス を 展開する等し て、差別化によ る リ ピ ータ ー獲得にも注力し ている

が、 収益性は低下し ている 。  

過去10年間の 推移（季節調整値）
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業況・売上・収益の推移＜建設業＞
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過去10年間の推移（季節調整値）
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建 設 業  
 

当期は、 前期比で業況Ｄ Ｉ ＋８ ． ８ ポイ ン ト 、 売上Ｄ Ｉ ＋１ ７ ． ２ ポイ ン ト 、 収益Ｄ Ｉ

▲５ ． ６ ポイ ン ト と 業況、 売上Ｄ Ｉ は改善し 、 収益Ｄ Ｉ は低下し た。 来期は当期比でマ イ

ナス幅は依然大きいものの、 業況、 売上、 収益Ｄ Ｉ の全てにおいて改善の見通し と なっ て

いる 。  

台風１ ８ 号の被害によ る復旧工事等で一時的な受注量の増加がみら れたが、 公共工事・

民間工事と も依然低迷し ている状況と なっ ている 。  

 公共工事については、年度末に向け受注量が増加し て く る時期であるが、例年に比べ減

少傾向にあり 、 受注競争が激化し 、 収益性が低下し ている 。  

民間工事については、景気低迷から 製造業を中心に設備投資の抑制が続いている 。 マ ン

シ ョ ン 等の大型案件も既存物件の販売不振から 着工件数が落ち込み、 一般住宅について

は、 ニ ーズはある も のの、 先行き不透明感から 減少傾向で低価格志向もあり 、 収益環境は

依然と し て厳し い状況にある 。  

 

 

 
      

 

 

  

       １０年 １１年 １２年  １３年  １４年   １５年  １６年  １７年  １８年 １９年  ２０年 ２１年 ２２年 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （ 見通し ）  
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そ  の  他 
 

水 産 業 

養鰻業は、台風１ ８ 号の養殖施設への被害によ る品質低下の懸念から 、早めの池揚げも

見込まれるが、消費低迷によ り 出荷時期の見極めが難し く なっ ている 。値頃な輸入物への

シフ ト がみら れるが、国産物の需要は依然大き く 、 冬場から の絶対量不足によ り 相場は上

昇の見通し 。 ま た、 今冬のシラ ス漁は「 前年並み」 と の予測と なっ ている 。  

 

 

 

農 業 

 台風１ ８ 号の影響から 、 キャ ベツ を 中心に農作物への被害が甚大と なっ た 。 相場の高騰

が予測さ れていたが、 他県産の豊作によ り 当地区へ大量流入し たため、 例年以上の安値推

移と なっ ている 。  

 施設菊については、 国内市場の５ 割以上を当地区で占めており 、 台風被害によ る品薄感

や１ ２ 月以降の需要拡大のため、 相場は高値推移し ている 。  

 

 

 

運 輸 業 

 ト ヨ タ の減産以降、 輸送量の減少によ り 厳し い状況が続いている 。 年末に向け輸送量は

増加するが、 例年に比べ減少傾向で、 原油価格は安定し ている も のの競争激化によ り 収益

性は低下し ている 。  

 野菜輸送については、 現状では大き な落込みはないが、 全体的に厳し い状況に変わり は

ない。  

 

 

 

不 動 産 業 

住宅用地については、 若年層によ る坪単価３ ０ 万円前後（ 総額１ ５ ～２ ０ 百万円） の物

件において需要はみら れる が、 景気低迷から の所得減少等によ り 買手の動きは依然鈍い。

建売分譲地についても同様で、 売れ残り が目立ち始めている 。  

事業用地については、 売物件は少なく ないが、 企業の投資抑制の動きから 住宅用地以上

に低調な動き と なっ ている 。  


